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こ
の
概
報
に
は
、
さ
き
に
刊
行
し
た
『
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡

概
報
（
二
十
）
』
（
二
〇
〇
六
年
一
　
一
月
。
以
下
『
木
簡
概
報
二
十
』
と
略
す
）
以

後
、
二
〇
〇
五
・
二
〇
〇
六
年
度
に
飛
鳥
藤
原
宮
跡
発
掘
調
査
部
（
二
〇
〇
六

年
度
か
ら
は
都
城
発
掘
調
査
部
〔
飛
鳥
・
藤
原
地
区
〕
）
の
行
な
っ
た
発
掘
調

査
で
出
土
し
た
木
簡
の
う
ち
、
主
要
な
も
の
を
収
録
す
る
。
木
簡
が
出
土
し
た

の
は
、
①
飛
鳥
藤
原
第
一
四
〇
次
調
査
（
石
神
遺
跡
第
一
八
次
調
査
）
、
②
同
一

四
二
・
一
四
四
次
調
査
（
藤
原
宮
朝
堂
院
地
区
）
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
①
は

　
『
奈
良
文
化
財
研
究
所
紀
要
二
〇
〇
七
』
（
二
〇
〇
七
年
。
以
下
『
紀
要
二
〇
〇

七
』
と
略
す
）
で
出
土
木
簡
の
一
部
を
報
告
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
二
〇
〇
五
年
度
以
前
に
実
施
し
た
調
査
の
う
ち
、
③
飛
鳥
藤
原
第
一

二
八
次
調
査
（
藤
原
宮
朝
堂
院
地
区
、
二
〇
〇
三
年
度
）
、
④
同
第
六
三
―
一

二
次
調
査
（
藤
原
京
右
京
七
条
一
坊
西
北
坪
、
一
九
九
〇
年
度
）
、
⑤
本
薬
師
寺

西
南
隅
の
調
査
（
一
九
七
五
年
度
）
の
各
調
査
で
出
土
し
た
木
簡
も
収
録
す
る
。

③
は
『
木
簡
概
報
十
八
～
二
十
』
で
報
告
し
た
が
、
本
号
を
も
っ
て
完
結
と
な

る
。
④
⑤
は
こ
れ
ま
で
の
『
木
簡
概
報
』
で
は
未
報
告
の
も
の
で
あ
る
。
な
お

④
は
『
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報
二
十
二
』
（
一
九
九
二
年
）
で
、
⑤
は

　
『
同
六
』
　
（
一
九
七
六
年
）
で
出
土
木
簡
の
一
部
を
報
告
し
て
あ
る
。

　
こ
の
他
、
⑥
飛
鳥
藤
原
第
六
五
次
調
査
（
藤
原
京
右
京
一
条
一
坊
西
南
坪
、
一

九
九
〇
年
度
）
出
土
の
木
簡
に
つ
い
て
も
、
『
木
簡
概
報
十
一
』
で
す
で
に
報

告
済
み
で
あ
る
が
、
釈
文
に
訂
正
箇
所
が
あ
る
の
で
、
出
土
遺
構
の
概
略
と
あ

わ
せ
て
掲
げ
る
こ
と
と
す
る
。

一
、
木
簡
の
出
土
地
点
と
状
況

第
一
四
〇
次
調
査
（
石
神
遺
跡
第
一
八
次
調
査
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
Ａ
Ｍ
Ｄ
区
　
二
〇
〇
五
年
九
月
～
二
〇
〇
六
年
五
月

　
　
一
九
八
一
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る
石
神
遺
跡
の
継
続
調
査
の
一
八
回
目
。

調
査
地
は
石
神
遺
跡
の
中
心
を
な
す
建
物
群
の
北
外
側
に
あ
た
る
。
第
一
五
次

調
査
以
来
、
中
心
建
物
群
北
側
の
土
地
利
用
と
近
隣
に
想
定
さ
れ
る
阿
倍
山
田

道
の
確
認
を
主
眼
に
調
査
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
過
程
で
七
世
紀
後
半
頃
の
木

簡
が
多
数
出
土
し
て
い
る
。
今
回
の
調
査
区
は
、
第
一
六
次
調
査
区
の
す
ぐ
北

側
で
、
発
掘
面
積
は
六
二
五
�
（
図
１
）
。
検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、
杭
列
、

石
垣
、
榛
敷
、
溝
、
土
坑
、
自
然
流
路
な
ど
で
あ
る
。
以
下
、
既
往
の
調
査
所

見
に
も
と
づ
く
時
期
区
分
（
Ａ
～
Ｃ
期
）
に
従
い
、
遺
構
の
概
略
を
記
す
。

　
〔
Ａ
期
以
前
〕
七
世
紀
前
半
以
前

　
調
査
区
の
大
部
分
に
沼
沢
地
Ｓ
Ｘ
四
〇
五
〇
が
広
が
る
時
期
。
こ
の
沼
沢
地

は
第
一
五
～
一
七
次
調
査
区
で
も
検
出
し
て
お
り
、
第
一
七
次
調
査
で
は
流
水

に
よ
る
自
然
堆
積
の
状
況
を
明
瞭
に
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
旧
流
路
で
あ
っ

た
と
み
ら
れ
る
。
調
査
区
の
西
端
に
は
粘
土
と
粗
粒
砂
の
境
界
が
認
め
ら
れ
、

岸
に
相
当
す
る
可
能
性
が
高
い
。
古
墳
時
代
の
土
師
器
が
出
土
し
て
い
る
。

　
〔
Ａ
期
〕
七
世
紀
前
半
～
中
頃

　
石
神
遺
跡
が
最
も
整
備
さ
れ
る
時
期
で
、
大
き
く
三
期
に
細
分
さ
れ
て
い
る
。

Ａ
３
期
に
は
、
長
大
な
建
物
で
囲
ま
れ
た
東
西
二
つ
の
長
方
形
区
画
の
内
外
に
、

１
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大
規
模
な
掘
立
柱
建
物
や
石
敷
井
戸
’
石
組
溝
・
方
形
池
な
ど
が
整
然
と
配
置

さ
れ
、
『
日
本
書
紀
』
斉
明
紀
の
公
的
饗
宴
施
設
に
該
当
す
る
可
能
性
が
高
い
。

だ
が
、
こ
れ
ら
施
設
群
の
北
外
側
に
あ
た
る
本
調
査
区
で
は
、
杭
列
Ｓ
Ｘ
四
二

三
〇
、
石
組
列
Ｓ
Ｘ
四
二
三
五
・
四
二
三
六
が
存
在
す
る
程
度
で
、
時
期
の
細

分
化
は
難
し
い
。
Ｓ
Ｘ
四
二
三
〇
は
、
東
で
北
に
約
一
〇
度
振
る
コ
の
字
形
を

呈
す
る
杭
列
で
、
直
線
的
に
約
二
五
ｍ
、
四
七
本
が
並
ぶ
。
Ｓ
Ｘ
四
二
三
五
は
、

北
で
西
に
約
一
〇
度
振
る
石
組
列
で
、
杭
列
と
の
交
差
地
点
よ
り
北
側
に
は
続

か
な
い
。
面
は
東
に
向
き
、
現
存
最
高
四
段
の
石
を
積
む
。
Ｓ
Ｘ
四
二
三
六
は
、

北
で
西
に
約
二
三
度
振
る
石
組
列
で
、
北
に
長
く
は
続
か
な
い
。
こ
の
他
、
Ａ

期
の
可
能
性
が
あ
る
遺
構
と
し
て
は
、
後
述
の
Ｓ
Ｄ
Ｔ
二
四
七
と
同
じ
位
置
を

流
れ
る
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
四
二
一
七
が
あ
る
。
幅
二
・
〇
ｍ
、
最
大
深
さ
○
こ
二
ｍ
。

　
［
Ｂ
期
］
七
世
紀
後
半

　
石
神
遺
跡
の
本
体
で
は
、
饗
宴
施
設
と
し
て
の
性
格
を
一
変
さ
せ
、
塀
で
画

し
た
多
数
の
区
画
が
つ
く
ら
れ
、
掘
立
柱
建
物
や
倉
庫
な
ど
が
建
て
ら
れ
る
時

期
で
あ
る
。
次
の
Ｃ
期
の
遺
構
と
あ
わ
せ
て
、
官
衡
と
し
て
利
用
さ
れ
た
可
能

性
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
施
設
群
の
北
外
側
に
あ
た
る
第
一
五
・
一

六
次
調
査
区
で
は
、
逆
Ｌ
字
大
溝
Ｓ
Ｄ
四
〇
八
九
・
四
〇
九
〇
な
ど
が
形
成
さ

れ
、
そ
の
北
隣
で
あ
る
本
調
査
区
で
も
、
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
四
〇
九
〇
の
続
き
を
検

出
し
た
（
図
２
）
。
幅
一
七
・
六
ｍ
、
最
大
深
さ
〇
・
六
ｍ
。
ま
た
調
査
区
の

西
端
で
、
第
一
六
次
調
査
で
検
出
し
た
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
四
一
二
Ｉ
の
続
き
を
確
認

し
た
。
幅
一
・
一
ｍ
、
最
大
深
さ
○
こ
Ｉ
ｍ
で
、
二
股
に
分
か
れ
て
い
る
。

　
〔
Ｃ
期
〕
七
世
紀
末

　
石
神
遺
跡
の
本
体
で
は
、
掘
立
柱
建
物
や
倉
庫
・
井
戸
な
ど
が
点
在
す
る
一

辺
約
七
〇
ｍ
の
方
形
区
画
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
東
側
に
は
屈
曲
す
る
二
条
の
南

北
溝
を
伴
う
道
路
が
形
成
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。
こ
の
道
路
の
西
側
溝
で
あ
る

南
北
溝
Ｓ
Ｄ
一
三
四
七
は
、
北
に
向
か
っ
て
溝
の
規
模
を
大
き
く
し
、
第
一
五

・
一
六
次
調
査
区
を
通
り
、
本
調
査
区
内
へ
と
続
く
（
図
２
）
。
幅
三
・
八
ｍ
、

最
大
深
さ
〇
・
五
五
ｍ
。
暗
灰
色
粘
土
・
黒
灰
色
粘
土
の
堆
積
す
る
Ｓ
Ｄ
一
三

四
七
Ａ
と
、
灰
色
粗
粒
砂
の
堆
積
す
る
Ｓ
Ｄ
一
三
四
七
Ｂ
に
区
分
で
き
る
。
な

お
、
Ｓ
Ｄ
Ｔ
二
四
七
Ａ
は
Ｂ
期
に
遡
る
可
能
性
も
あ
る
。

　
〔
Ｃ
期
以
降
〕

　
中
世
以
降
と
み
ら
れ
る
榛
敷
Ｓ
Ｘ
四
二
五
九
、
そ
れ
よ
り
古
い
榛
敷
Ｓ
Ｘ
四

二
五
五
が
あ
る
。

　
〔
木
簡
〕
木
簡
は
、
Ｓ
Ｄ
四
〇
九
〇
か
ら
三
八
点
（
う
ち
削
屑
一
点
）
、
Ｓ
Ｄ

四
一
二
Ｉ
か
ら
七
点
、
Ｓ
Ｄ
一
三
四
七
Ａ
か
ら
五
八
点
（
う
ち
削
屑
三
二
点
）
、

Ｓ
Ｄ
一
三
四
七
Ｂ
か
ら
四
点
、
遺
物
包
含
層
か
ら
二
点
、
遺
構
不
明
二
点
、
計

一
一
〇
点
（
う
ち
削
屑
三
三
点
）
が
出
土
し
た
。
Ｓ
Ｄ
四
〇
九
〇
・
四
コ
ー

・
コ
ニ
四
七
は
第
一
五
・
一
六
次
調
査
で
も
検
出
さ
れ
｛
Ｓ
Ｄ
四
コ
ー
｝
は
第

一
五
次
調
査
で
は
未
検
出
）
、
大
量
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。

　
そ
の
他
の
出
土
文
字
資
料
と
し
て
、
Ｓ
Ｄ
一
三
四
七
Ａ
か
ら
「
寺
水
」
　
「
間

人
内
」
の
墨
書
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。

　
以
上
、
発
掘
調
査
の
詳
細
は
『
紀
要
二
〇
〇
七
』
を
参
照
さ
れ
た
い
。

３－-



第
一
四
二
Ｉ
一
四
四
次
調
査
（
藤
原
宮
朝
堂
院
地
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
Ａ
Ｊ
Ｇ
区
　
二
〇
〇
六
年
四
月
～
十
一
月

　
藤
原
宮
朝
堂
院
地
区
の
東
第
四
堂
・
東
面
回
廊
の
調
査
。
藤
原
宮
大
極
殿
・

朝
堂
院
地
区
は
、
す
で
に
戦
前
に
日
本
古
文
化
研
究
所
に
よ
っ
て
発
掘
さ
れ
て

い
た
が
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
が
二
○
○
○
年
度
か
ら
再
発
掘
す
る
こ
と
と
な

り
、
そ
の
九
回
目
に
あ
た
る
。
調
査
区
は
北
区
（
第
一
四
四
次
調
査
）
と
南
区

　
（
第
一
四
二
次
調
査
）
の
二
つ
に
分
か
れ
、
発
掘
総
面
積
は
二
〇
二
四
�
で
あ

る
。
検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、
藤
原
宮
以
前
の
古
墳
周
濠
・
落
ち
込
み
・
溝
、

藤
原
宮
期
の
朝
堂
院
東
第
四
堂
・
東
面
回
廊
と
そ
の
関
連
遺
構
、
平
安
時
代
の

土
坑
で
あ
る
。
以
下
、
藤
原
宮
期
の
遺
構
に
限
定
し
て
概
要
を
述
べ
る
。

　
東
第
四
堂
は
桁
行
十
五
間
（
二
Ｉ
○
尺
）
　
・
梁
行
四
間
（
三
八
尺
か
）
の
瓦

葺
き
南
北
棟
礎
石
建
物
で
あ
る
。
し
か
し
、
造
営
当
初
の
梁
行
は
東
側
に
も
う

一
間
分
の
び
た
五
間
で
あ
り
、
造
営
途
中
に
計
画
変
更
（
切
り
縮
め
）
さ
れ
た

こ
と
が
判
明
し
た
。
同
様
の
所
見
は
東
第
三
堂
の
発
掘
調
査
で
も
得
ら
れ
て
い

る
。
東
第
四
堂
の
礎
石
据
付
掘
形
は
二
九
基
検
出
し
、
残
存
の
良
好
な
も
の
は

一
辺
一
　
・
五
～
二
ｍ
前
後
の
隅
丸
方
形
で
、
深
さ
は
約
○
こ
二
ｍ
あ
る
。
た
だ

し
礎
石
・
根
石
は
残
存
し
て
お
ら
ず
、
根
石
を
据
え
る
以
前
の
拳
大
の
栗
石
が

あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
造
営
時
の
足
場
穴
九
基
、
解
体
時
の
足
場
穴
二
四
基

も
確
認
し
た
。
造
営
時
に
は
東
第
四
堂
の
南
北
に
東
西
溝
Ｓ
Ｄ
一
〇
五
〇
一
　
・

一
〇
六
〇
一
を
掘
削
し
、
排
水
や
建
物
建
設
の
た
め
の
水
準
を
得
る
溝
と
し
た

が
、
東
第
二
堂
や
東
第
六
堂
の
よ
う
に
、
四
周
を
め
ぐ
ら
せ
て
は
い
な
い
。
た

ｉ東第四堂

一 一

図３　第142次調査遺構図　1 :400
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だ
し
東
第
四
堂
の
東
側
か
ら
は
窪
地
Ｓ
Ｘ
一
〇
六
〇
六
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
窪
地
が
同
様
の
機
能
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
溝
や
窪
地

は
、
東
第
四
堂
の
造
営
時
に
生
じ
た
廃
材
で
あ
る
大
型
の
瓦
片
・
木
片
を
廃
棄

し
て
埋
め
ら
れ
、
そ
の
上
で
基
壇
外
周
部
全
体
が
整
地
さ
れ
、
朝
庭
部
を
中
心

に
榛
が
敷
か
れ
て
い
る
。
基
壇
外
装
に
つ
い
て
は
、
地
覆
材
の
抜
き
取
り
と
み

ら
れ
る
南
北
溝
を
一
部
検
出
し
て
い
る
が
、
凝
灰
岩
片
は
ま
っ
た
く
含
ま
れ
て

お
ら
ず
、
玉
石
・
埓
・
瓦
を
用
い
た
痕
跡
も
な
か
っ
た
。
東
第
二
堂
・
東
第
三

堂
・
東
第
六
堂
の
調
査
所
見
も
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、
地
覆
材
・
羽
目
材
・
葛

材
に
木
材
を
使
っ
た
基
壇
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
東
面
回
廊
は
、
南
地
区
（
第
一
四
二
次
調
査
）
で
南
北
約
一
　
一
ｍ
分
調
査
し

た
に
と
ど
ま
る
（
図
３
）
。
東
面
回
廊
の
基
壇
は
完
全
に
削
平
さ
れ
て
お
り
、

西
雨
落
溝
Ｓ
Ｄ
九
〇
〇
二
、
東
雨
落
溝
に
先
行
す
る
下
層
の
造
営
時
の
溝
Ｓ
Ｄ

九
〇
四
〇
、
足
場
穴
四
基
を
検
出
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
西
雨
落
溝
と
東
下
層

溝
の
心
々
間
距
離
は
Ｉ
〇
・
二
ｍ
で
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
所
見
と
合
致
す
る
が
、

柱
間
寸
法
な
ど
の
デ
ー
タ
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
他
、
回
廊
よ
り
も
東
方

で
、
南
北
大
溝
Ｓ
Ｄ
九
八
一
五
と
そ
の
西
側
に
接
し
た
土
坑
Ｓ
Ｋ
一
〇
五
〇
五

を
検
出
し
た
。
Ｓ
Ｄ
九
八
一
五
・
Ｓ
Ｋ
一
〇
五
〇
五
は
瓦
片
・
木
片
を
含
み
、

造
営
時
の
整
地
土
に
よ
っ
て
完
全
に
覆
わ
れ
て
い
る
。

　
木
簡
は
、
南
地
区
の
東
面
回
廊
の
東
方
に
位
置
す
る
南
北
大
溝
Ｓ
Ｄ
九
八
一

五
か
ら
、
削
屑
一
点
が
出
土
し
た
。
Ｓ
Ｄ
九
八
一
五
は
幅
約
二
ｍ
、
深
さ
○
・

四
ｍ
。
こ
の
溝
は
す
ぐ
南
の
第
コ
ー
ハ
次
調
査
で
も
検
出
し
て
お
り
、
戊
寅
年

　
（
天
武
七
年
〈
六
七
八
》
）
　
・
大
宝
元
年
（
七
〇
一
）
　
・
同
二
年
・
同
三
年
の

紀
年
銘
木
簡
や
、
主
に
郡
里
制
下
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
九
八
一
五

と
東
面
回
廊
造
営
時
の
整
地
土
と
の
土
層
関
係
か
ら
み
て
、
東
面
回
廊
の
完
成

は
大
宝
三
年
以
後
ま
で
遅
れ
る
可
能
性
が
極
め
て
高
ま
っ
て
い
る
。

　
以
上
、
発
掘
調
査
の
詳
細
は
『
紀
要
二
〇
〇
七
』
を
参
照
さ
れ
た
い
。

第
一
二
八
次
調
査
（
藤
原
宮
朝
堂
院
地
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
Ａ
Ｊ
Ｇ
区
　
二
〇
〇
三
年
四
月
～
七
月

　
先
述
の
南
北
大
溝
Ｓ
Ｄ
九
八
一
五
か
ら
木
簡
が
出
土
し
た
（
図
４
）
。
遺
構

の
概
要
は
『
木
簡
概
報
十
八
』
参
照
の
こ
と
。
『
木
簡
概
報
十
八
』
で
は
木
簡

五
〇
〇
〇
点
以
上
と
報
告
し
た
が
、
第
一
次
整
理
作
業
の
終
了
に
よ
り
、
七
九

四
〇
点
（
う
ち
削
屑
七
七
七
五
点
）
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
（
表
）
。

表　木簡点数表

小地区 木簡 削屑 合計
EA70 １ ０ １

EB69 ３ １２ １５

EC69 ２ ２ ４

ED69 １ ５ ６

ED70 １ ５ ６

EE70 66 1621 1687

EF70 78 6064 6142

EG69 １０ 54 64

EG70 ３ 12 １５

総点数 165 7775 7940

7075

Ｇ
一
Ｆ
一
Ｅ
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Ｄ
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Ｃ
一
Ｂ
・
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Ｅ
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Ｅ
Ｅ
Ｅ
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（
三
－
一
二
次
調
査
（
右
京
七
条
一
坊
西
北
坪
の
調
査
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
Ａ
Ｊ
Ｈ
区
　
一
九
九
〇
年
コ
ー
月
～
一
九
九
一
年
二
月

　
橿
原
市
の
分
譲
宅
地
造
成
に
伴
う
事
前
調
査
。
今
回
の
調
査
地
は
、
藤
原
京

右
京
七
条
一
坊
西
北
坪
の
北
半
部
で
、
二
本
の
南
北
溝
で
仕
切
ら
れ
た
東
西
三

つ
の
空
間
の
ほ
ぼ
中
央
区
画
に
あ
た
る
（
図
６
）
。
発
掘
面
積
は
五
八
〇
�
。

藤
原
宮
期
の
整
地
上
の
上
面
に
お
い
て
、
掘
立
柱
建
物
三
棟
、
掘
立
柱
塀
三
条
、

土
坑
一
　
一
基
、
素
掘
り
溝
三
条
な
ど
を
検
出
し
た
（
図
５
）
。

　
掘
立
柱
建
物
Ｓ
Ｂ
七
〇
五
〇
は
桁
行
四
間
・
梁
行
二
間
、
Ｓ
Ｂ
七
〇
六
〇
は

桁
行
四
間
以
上
・
梁
行
二
間
、
Ｓ
Ｂ
七
〇
七
〇
は
桁
行
一
間
以
上
・
梁
行
二
間

の
南
北
棟
で
、
柱
穴
は
一
辺
〇
・
六
～
一
二
一
ｍ
ｏ
Ｓ
Ｂ
七
〇
七
〇
は
Ｓ
Ｂ
七

〇
六
〇
の
南
に
重
複
し
、
そ
れ
よ
り
古
い
。
柱
間
寸
法
は
、
Ｓ
Ｂ
七
〇
五
〇
・

七
〇
七
〇
は
一
丁
四
ｍ
等
間
、
Ｓ
Ｂ
七
〇
六
〇
は
二
・
二
ｍ
等
間
で
あ
る
。

　
東
西
塀
Ｓ
Ａ
七
〇
五
五
・
南
北
塀
Ｓ
Ａ
七
〇
六
五
は
、
北
で
西
に
約
四
度
振

れ
る
。
柱
穴
は
一
辺
○
こ
二
ｍ
と
小
型
で
、
柱
間
寸
法
は
二
・
四
ｍ
等
間
。
藤

原
宮
造
営
以
前
と
み
ら
れ
る
。
東
西
塀
Ｓ
Ａ
七
〇
五
六
は
Ｓ
Ａ
七
〇
五
五
と
同

方
位
で
あ
る
が
、
小
円
形
の
柱
掘
形
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
藤
原
宮
期
以
降
か
。

　
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
七
〇
八
〇
は
幅
一
・
八
ｍ
、
深
さ
○
こ
二
ｍ
で
、
西
接
す
る
南

北
溝
Ｓ
Ｄ
七
〇
八
一
の
東
肩
を
壊
す
。
と
も
に
前
述
の
西
北
坪
内
を
区
画
す
る

溝
で
あ
る
。
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
七
〇
七
五
は
幅
一
　
・
〇
ｍ
、
深
さ
○
こ
二
ｍ
。

　
土
坑
の
大
半
は
建
物
周
辺
に
集
中
す
る
。
こ
の
う
ち
木
簡
の
出
土
し
た
Ｓ
Ｋ

七
〇
七
一
　
・
七
〇
七
二
・
七
〇
七
三
は
、
Ｓ
Ｂ
七
〇
六
〇
の
北
妻
か
ら
北
ヘ
ー

・
二
ｍ
の
地
点
に
位
置
し
、
東
西
二
・
四
ｍ
等
間
で
並
ぶ
。
埋
土
は
上
層
と
下

層
に
分
か
れ
、
上
層
は
木
簡
を
含
む
木
質
層
を
間
層
と
し
て
青
灰
色
粘
土
と
砂

の
互
層
が
レ
ン
ズ
状
に
堆
積
す
る
。
垂
直
近
く
に
掘
り
込
ま
れ
た
下
層
は
、
暗

灰
色
粘
土
と
粗
砂
の
互
層
が
水
平
堆
積
し
て
お
り
、
藤
原
宮
期
の
土
器
が
少
量

出
土
し
た
。
深
さ
は
〇
・
六
～
〇
・
九
ｍ
。

　
木
簡
は
、
土
坑
Ｓ
Ｋ
七
〇
七
一
か
ら
四
一
四
点
（
う
ち
削
屑
四
〇
三
点
）
、

土
坑
Ｓ
Ｋ
七
〇
七
二
か
ら
四
〇
点
（
う
ち
削
屑
三
六
点
）
、
土
坑
Ｓ
Ｋ
七
〇
七

三
か
ら
二
七
二
点
（
う
ち
削
屑
二
六
八
点
）
、
掘
立
柱
建
物
Ｓ
Ｂ
七
〇
六
〇
の

東
に
位
置
す
る
柱
穴
も
し
く
は
土
坑
か
ら
一
点
、
計
七
二
七
点
（
う
ち
削
屑
七

〇
七
点
）
が
出
土
し
た
。
ま
た
、
Ｓ
Ｋ
七
〇
五
二
の
南
に
位
置
す
る
小
土
坑
か

　
　
　
〔
咋
力
〕

ら
は
「
口
」
の
墨
書
土
器
（
須
恵
器
坏
）
が
出
土
し
て
い
る
。

　
木
簡
の
な
か
に
は
右
京
に
関
連
す
る
用
語
が
書
か
れ
た
も
の
が
複
数
あ
り
、

西
北
坪
の
性
格
を
暗
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
隣
接
す
る
第
六
六
－
こ
一
次
調
査

区
の
便
所
遺
構
な
ど
か
ら
木
簡
四
一
点
、
第
六
二
次
調
査
区
の
井
戸
か
ら
木
簡

二
四
点
が
出
土
し
て
お
り
、
内
容
上
の
関
連
も
認
め
ら
れ
る
（
『
木
簡
概
報

十
』
）
。
一
町
規
模
の
宅
地
利
用
の
状
況
が
判
明
し
て
い
る
西
南
坪
と
あ
わ
せ
、

右
京
七
条
一
坊
の
性
格
を
具
体
的
に
解
明
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
発
掘
調
査
の
詳
細
は
『
飛
鳥
二
膝
原
宮
発
掘
調
査
概
報
二
十
二
』
（
一

九
九
二
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

６
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本
薬
師
寺
西
南
隅
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
Ｂ
Ｍ
Ｙ
区
　
一
九
七
六
年
一
月
～
二
月

　
橿
原
市
営
住
宅
へ
の
進
入
路
新
設
に
伴
う
事
前
調
査
。
調
査
地
は
本
薬
師
寺

の
西
南
隅
部
に
あ
た
り
、
発
掘
面
積
は
四
五
〇
�
。
検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、

藤
原
京
の
八
条
大
路
と
西
三
坊
大
路
で
あ
る
（
図
７
）
。

　
八
条
大
路
Ｓ
Ｆ
一
〇
一
は
、
北
側
溝
Ｓ
Ｄ
一
〇
四
と
南
側
溝
Ｓ
Ｄ
一
〇
三
に

挟
ま
れ
た
道
路
で
、
溝
心
々
間
距
離
一
五
・
九
ｍ
、
路
面
幅
一
四
・
〇
ｍ
で
あ

る
。
西
三
坊
大
路
Ｓ
Ｆ
一
〇
二
は
、
東
側
溝
Ｓ
Ｄ
一
〇
五
と
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
一
〇

六
に
挟
ま
れ
た
道
路
で
、
溝
心
々
間
距
離
一
五
・
二
ｍ
、
路
面
幅
一
四
・
一
ｍ

で
あ
る
。
両
大
路
の
交
差
点
で
は
、
Ｓ
Ｄ
一
〇
五
上
に
二
時
期
に
わ
た
っ
て
橋

　
（
Ｓ
Ｘ
一
〇
七
Ａ
、
Ｓ
Ｘ
一
〇
七
Ｂ
）
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
条
坊
関
連
遺
構
を
検
出
し
た
面
よ
り
も
下
層
に
お
い
て
、
Ｓ

Ｄ
一
〇
五
の
東
約
五
ｍ
の
地
点
で
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
一
　
一
〇
を
検
出
し
た
。
Ｓ
Ｄ
一

一
〇
は
七
世
紀
後
半
の
土
器
を
包
含
す
る
整
地
土
の
上
面
か
ら
切
り
込
む
溝
で
、

本
薬
師
寺
の
所
用
瓦
を
含
ん
で
い
た
。
こ
う
し
た
調
査
所
見
か
ら
、
薬
師
寺
の

創
建
は
条
坊
地
割
の
施
行
に
先
立
つ
と
判
断
さ
れ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
の
本
薬
師
寺
の
調
査
で
は
、
中
門
お
よ
び
参
道
の
下
か

ら
西
三
坊
坊
関
路
が
検
出
さ
れ
（
『
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報
二
十
四
』

　
〈
一
九
九
四
年
》
な
ど
）
、
条
坊
地
割
の
施
行
を
行
な
っ
た
後
、
薬
師
寺
が
創

建
さ
れ
た
点
が
新
た
に
判
明
し
た
。
こ
れ
は
西
南
隅
部
の
調
査
所
見
と
は
完
全

に
逆
転
し
た
も
の
で
あ
る
。
西
南
隅
部
に
お
け
る
土
層
関
係
の
把
握
に
誤
り
が

な
い
と
す
れ
ば
、
本
薬
師
寺
の
造
営
開
始
後
も
整
地
作
業
が
行
な
わ
れ
、
条
坊

道
路
側
溝
が
掘
り
直
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　
木
簡
は
八
条
大
路
の
北
側
溝
Ｓ
Ｄ
一
〇
四
の
堆
積
土
下
層
か
ら
三
点
出
土
し

た
。
Ｓ
Ｄ
ス
‥
）
四
は
幅
一
丁
二
ｍ
、
深
さ
〇
・
四
五
ｍ
。
共
伴
遺
物
に
刀
形
木

製
品
一
点
が
あ
る
（
図
版
八
）
。
こ
の
刀
形
木
製
品
は
現
存
長
さ
約
二
〇
ｍ
で
、

刀
身
の
大
半
を
欠
く
。
柄
の
形
状
は
蕨
手
刀
に
類
似
し
、
刀
身
は
柄
よ
り
一
段

狭
い
。
柄
の
細
部
は
墨
線
で
表
現
す
る
。

　
発
掘
調
査
の
詳
細
は
『
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報
一

年
』
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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第

４．（
五
次
調
査
（
右
京
一
条
一
坊
西
南
坪
の
調
査
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
Ａ
Ｊ
Ｐ
区
　
一
九
九
一
年
二
月
～
三
月

　
大
型
店
舗
建
設
に
伴
う
事
前
調
査
。
調
査
は
藤
原
京
右
京
一
条
一
坊
西
南
坪

を
中
心
と
す
る
東
西
二
つ
の
地
区
で
行
な
い
、
発
掘
総
面
積
は
一
一
　
一
〇
�
。

　
東
区
は
南
北
に
長
い
調
査
区
を
設
定
し
、
一
条
々
関
路
Ｓ
Ｆ
六
八
〇
〇
を
検

出
し
た
。
路
面
幅
は
五
・
六
ｍ
で
、
北
側
溝
Ｓ
Ｄ
六
八
〇
二
と
南
側
溝
Ｓ
Ｄ
六

八
〇
一
の
側
溝
心
々
距
離
は
六
・
八
ｍ
で
あ
る
。

　
西
区
で
は
藤
原
宮
期
直
前
の
建
物
二
棟
（
Ｓ
Ｂ
七
二
三
三
・
七
二
四
五
）
　
・

土
坑
一
基
（
Ｓ
Ｋ
七
二
四
〇
）
、
藤
原
宮
期
の
建
物
四
棟
（
Ｓ
Ｂ
七
二
三
〇
～

七
二
三
二
・
七
二
三
四
）
　
・
塀
一
条
（
Ｓ
Ａ
七
二
三
五
）
　
・
井
戸
三
基
（
Ｓ
Ｅ

七
二
三
七
・
七
二
四
三
・
七
二
四
四
）
　
・
土
坑
五
基
（
Ｓ
Ｋ
七
二
三
六
・
七
二

三
八
・
七
二
三
九
・
七
二
四
二
・
七
二
四
七
）
を
検
出
し
た
（
図
８
）
。
建
物

は
小
規
模
で
数
も
少
な
い
が
、
井
戸
は
藤
原
京
跡
の
他
の
事
例
に
比
べ
て
多
い
。

調
査
区
内
か
ら
は
、
輔
羽
口
・
銅
滓
付
増
蝸
」
銅
製
品
・
銅
滓
・
鋳
型
な
ど
が

出
土
し
て
お
り
、
付
近
に
銅
工
房
に
関
わ
る
施
設
が
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
木
簡
は
、
西
区
の
井
戸
Ｓ
Ｅ
七
二
三
七
か
ら
一
点
出
土
し
た
。
井
戸
は
掘
形

径
約
三
・
二
ｍ
の
ほ
ぼ
円
形
で
、
深
さ
は
Ｉ
　
・
七
ｍ
。
本
来
は
木
枠
組
と
考
え

ら
れ
る
が
、
抜
き
取
ら
れ
て
お
り
、
一
部
に
裏
込
の
篠
が
残
っ
て
い
た
。
埋
土

は
上
か
ら
順
に
、
暗
灰
茶
色
粘
質
土
、
暗
灰
褐
色
粘
質
土
、
暗
灰
色
粘
土
と
な

り
、
木
簡
は
最
下
層
の
暗
灰
色
粘
土
か
ら
出
土
し
た
。
井
戸
内
か
ら
は
、
飛
鳥

Ｖ
の
土
器
、
木
簡
状
木
製
品
二
点
、
「
于
」
の
墨
書
土
器
（
須
恵
器
蓋
）
、
転

用
硯
、
漆
の
付
着
し
た
杯
、
輔
羽
口
、
砥
石
、
刀
子
が
出
土
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
明
力
〕

　
ま
た
、
東
区
の
Ｓ
Ｄ
六
八
〇
一
か
ら
「
郡
口
」
の
墨
書
土
器
（
須
恵
器
蓋
）
、

西
区
の
土
坑
Ｓ
Ｋ
七
二
三
八
か
ら
「
ア
」
の
刻
書
土
器
、
Ｓ
Ｅ
七
二
四
三
か
ら

　
「
御
」
な
ど
を
習
書
し
た
墨
書
土
器
（
転
用
硯
）
が
出
土
し
て
い
る
。

　
以
上
、
発
掘
調
査
の
詳
細
は
『
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
概
報
二
十
二
』

　
二
九
九
二
年
）
、
『
藤
原
京
右
京
一
条
一
坊
発
掘
調
査
報
告
』
　
（
一
九
九
七

年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

Å
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二
、
凡
　
例

（
こ
木
簡
は
内
容
に
よ
り
、
文
書
、
付
札
、
そ
の
他
の
順
に
排
列
す
る
の
を
原

　
　
則
と
し
、
便
宜
的
に
通
し
番
号
を
付
し
た
。

（
二
）
釈
文
の
漢
字
は
概
ね
現
行
常
用
漢
字
に
改
め
た
が
、
一
部
本
字
や
異
体
字

　
　
を
用
い
た
。

（
三
）
釈
文
に
加
え
た
符
号
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
・
　
　
　
木
簡
の
表
裏
に
文
字
が
あ
る
場
合
、
そ
の
区
別
を
示
す
。

Ｏ口
口
口

口
　
口

口
　
口

一
　
　
」

■
■
■

-
V

-
V

木
簡
の
上
端
も
し
く
は
下
端
に
孔
が
穿
た
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

同
一
木
簡
と
推
定
さ
れ
る
が
直
接
接
続
せ
ず
、
中
間
の
一
字
以
上

が
不
明
な
こ
と
を
示
す
。

欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
の
確
認
で
き
る
も
の
。

欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
が
数
え
ら
れ
な
い
も
の
。

記
載
内
容
か
ら
、
上
ま
た
は
下
に
一
字
以
上
の
文
字
を
推
定
し
た

も
の
。

異
筆
、
追
筆
。

抹
消
に
よ
り
判
読
が
困
難
な
も
の
。

抹
消
部
分
の
字
画
が
明
ら
か
な
場
合
に
限
り
、
原
字
の
左
傍
に
付

し
た
。

【
×
】
　
文
字
の
上
に
重
書
し
て
原
字
を
訂
正
し
て
い
る
場
合
、
訂
正
箇
所

　
　
　
　
の
左
傍
に
・
を
付
し
、
原
字
を
上
の
要
領
で
右
傍
に
示
し
た
。

　
「
　
　
　
合
点
。

　
〔
　
〕
　
校
訂
註
の
う
ち
本
文
に
置
き
換
わ
る
べ
き
文
字
を
含
む
も
の
。

　
（
　
）
　
右
以
外
の
校
訂
註
、
お
よ
び
説
明
註
。

　
カ
　
　
　
編
者
が
加
え
た
註
で
、
疑
問
が
残
る
も
の
。

　
マ
ヽ
　
　
文
字
に
疑
問
は
な
い
が
、
意
味
が
通
じ
難
い
も
の
。

（
四
）
釈
文
下
の
右
行
上
段
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
、
木
簡
の
長
さ
・
幅
・
厚
さ
を

　
　
示
す
（
単
位
は
皿
）
。
欠
損
・
二
次
的
整
形
の
場
合
、
現
存
部
分
の
法
量
を

　
　
括
弧
つ
き
で
示
し
た
。
長
さ
・
幅
は
木
簡
の
文
字
の
方
向
に
よ
る
。

（
五
）
釈
文
下
の
右
行
中
段
に
現
在
の
遺
存
の
形
態
を
示
す
型
式
番
号
を
記
し
た
。

　
　
な
お
端
と
は
、
木
簡
を
木
目
方
向
に
お
い
た
時
の
上
下
両
端
を
い
う
。

　
つ
に
型
式
　
長
方
形
の
材
（
方
頭
・
圭
頭
な
ど
も
こ
れ
に
含
め
る
）
の
も
の
。

　
つ
ぶ
型
式
　
長
方
形
の
材
の
側
面
に
孔
を
穿
っ
た
も
の
。

　
つ
芯
型
式
　
一
端
が
方
頭
で
、
他
端
は
折
損
・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失

　
　
　
　
　
　
わ
れ
た
も
の
。
原
形
は
ｏ
ｉ
ｌ
　
･
　
０
１
５
　
･
　
０
３
２
　
･
　
０
４
∵
呂
｛
型
式
の
い

　
　
　
　
　
　
ず
れ
か
と
推
定
さ
れ
る
。

　
呂
｝
型
式
　
小
型
矩
形
の
も
の
。

　
呂
に
型
式
　
小
型
矩
形
の
材
の
一
端
を
圭
頭
に
し
た
も
の
。

　
呂
｝
型
式
　
長
方
形
の
材
の
両
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
た
も
の
。
方
頭

　
　
　
　
　
　
・
圭
頭
な
ど
種
々
の
作
り
方
が
あ
る
。

　
丞
に
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
た
も
の
。

　
Ｓ
ｗ
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
、
他
端
を
尖
ら

10-



　
　
　
　
　
せ
た
も
の
。

回
心
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
が
あ
る
が
、
他
端
は
折

　
　
　
　
　
損
・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の
。
原
形
は
０
３
１

　
　
　
　
　
･
　
０
３
２
　
･
　
０
３
３
　
･
　
０
４
３
型
式
の
い
ず
れ
か
と
推
定
さ
れ
る
。

ぼ
｛
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
を
削
り
、
羽
子
板
の
柄
状
に
作
っ
た

　
　
　
　
　
も
の
。

つ
き
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
を
削
り
、
羽
子
板
の
柄
状
に
し
、
左

　
　
　
　
　
右
に
切
り
込
み
を
も
つ
も
の
。

つ
忿
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
を
削
り
、
羽
子
板
の
柄
状
に
す
る
が
、

　
　
　
　
　
他
端
は
折
損
・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の
。

呂
｛
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。

回
口
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
て
い
る
が
、
他
端
は
折
損
・
腐
蝕

　
　
　
　
　
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の
。
原
形
は
回
？
ｏ
回
型
式

　
　
　
　
　
の
い
ず
れ
か
と
推
定
さ
れ
る
。

回
↑
型
式
　
用
途
の
明
瞭
な
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。
（
　
）
内
に
製
品
名

　
　
　
　
　
を
註
記
し
た
。

口
回
型
式
　
用
途
未
詳
の
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

回
↑
型
式
　
折
損
・
割
截
・
腐
蝕
そ
の
他
に
よ
っ
て
原
形
の
判
明
し
な
い
も
の
。

回
↑
型
式
　
削
屑
。

　
（
　
）
内
の
番
号
は
二
次
的
整
形
の
場
合
に
推
定
で
き
る
原
型
の
型
式
。

（
六
）
釈
文
下
の
右
行
下
段
に
出
土
地
点
を
示
す
小
地
区
名
（
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
・

　
　
数
字
）
を
記
し
た
。
Ｚ
は
地
区
不
明
を
示
す
。
複
数
の
地
区
か
ら
出
土
し
た

　
　
破
片
が
接
続
し
た
も
の
は
地
区
名
を
併
記
し
た
。

（
七
）
釈
文
の
出
土
地
点
下
に
付
し
た
「
″
」
印
は
、
口
絵
図
版
に
写
真
を
掲
げ
た

　
　
木
簡
を
示
す
。
例
え
ば
「
芯
」
は
「
図
版
二
」
に
対
応
す
る
。

（
八
）
釈
文
下
の
左
行
に
、
木
簡
の
原
形
を
保
持
し
な
い
部
分
の
形
状
に
関
す
る

　
　
注
記
な
ど
を
施
し
た
。
そ
の
際
、
木
簡
の
「
上
端
」
　
「
下
端
」
　
「
左
辺
」

　
　
　
「
右
辺
」
を
「
上
」
　
「
下
」
　
「
左
」
　
「
右
」
と
略
記
し
た
。

（
九
）
地
名
表
記
を
持
つ
木
簡
の
一
部
に
つ
い
て
、
『
和
名
類
聚
抄
』
に
も
と
づ

　
　
い
て
地
名
を
推
定
し
た
。
推
定
地
名
は
説
明
註
と
し
て
釈
文
右
行
に
記
し
、

　
　
『
和
名
類
聚
抄
』
本
文
に
記
載
の
な
い
地
名
に
つ
い
て
は
［
　
］
で
表
現
し

　
　
た
。
な
お
、
地
名
推
定
に
際
し
て
は
、
池
逡
鶯
『
和
名
類
聚
抄
郡
郷
里
騨

　
　
名
考
澄
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
一
年
）
な
ど
を
参
照
し
た
。

　
木
簡
の
釈
読
は
、
都
城
発
掘
調
査
部
の
市
大
樹
・
竹
本
晃
が
行
な
っ
た
。
編

集
に
際
し
て
は
、
池
尾
直
洋
・
酒
井
健
治
・
吉
水
葉
子
の
各
氏
の
協
力
を
得
た
。

写
真
撮
影
に
は
井
上
直
夫
が
あ
た
り
、
現
像
・
焼
付
に
は
岡
田
愛
が
補
佐
し
た
。

図
版
作
成
に
は
稲
田
登
志
子
・
玉
木
学
恵
・
増
田
朋
子
氏
の
助
力
を
得
た
。
本

書
の
編
集
は
市
大
樹
・
竹
本
晃
が
担
当
し
た
。
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三
、
釈
　
文

第
一
四
〇
次
調
査
（
５
Ａ
Ｍ
Ｄ
区
）

１２

南
北
溝
Ｓ
Ｄ
四
〇
九
〇

己
卯
年
八
月
十
七
日
白
奉
経

観
世
音
経
十
巻
記
白
也

３

　
「
口
　
口
　
口

聖
御
前
白
小
信
法

　
　
　
　
　
　
　
　
〔

口ｏ
　
　
〔
人
力
〕

此
又
取
口

4

　r‾ヘ
ロ以

口申

口上

ロカ

ロＪ

５

謹口

カ　ロ

Ｘ　Ｉ

　m／器

　Ｊ ←

CX）

ａ

１､⊃

CA⊃

裏

面

一一
削

（
に
呂
）
・

下
折
レ

/へ
C刀

Ol

W /へ

に

ヽヽl

下

折

右

4

　

　
ｏ
ｎ

　

　
　
Ｑ
Ｑ
７
８

　

　
＊
１

リ
残
リ
ア
リ
。

）
乙
　
つ
Ｉ
　
回
ぷ

二
次
的
整
形
。

･
２
０
-
３

　
　
０
１
９

レ
。
左
上
欠
。

Q
Ｒ
７
５

（
き
）
・
（
ぶ
）
乙
　
品
｝

上
下
折
レ
、
右
割
レ
。

（
合
点
）

　
レ
素
留
宜
矢
田
ア
調
各
長
四
段
四
布
口
口
六
十
一

　
荒
皮
一
合
六
十
九
布
也

2
７
０
-
３
１
-
５

右
下
欠
。

0
５
１

６

曇
←

曇

Ol

Q
Ｑ
７
５

Q
Ｎ
７
７

曇
に

口
口
口
口

下
四

大
鳥
人
上
一
下
一

　　　　7

　　　　･

口　口伊

‾1
　ぼ

８９

ｙ｢¬　葉　口大

口
口
川
人

由ロー　一口野

単口連口原口連

筆ロカロ各口小

“　｀‾‾j　カ　カ
　　　　ー　－

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
児
力
〕

玉
作
ア
小
閏
馬
甘
口
真
閑

口

　
〔
家
カ
〕
〔
寅
カ
〕
　
　
〔
上
カ
〕

山
口
口
口
口
口
口
口
石
口

10

口

口
口
口
　
口
　
口

　
　
　
口

人
八
合

口
口
口
口
口

　
　
〔
人
四
合
力
〕

ノヘ

トーよ上

2
１
０
-
（
３
７
）
-
２

　
　
０
５
１

左
右
二
次
的
整
形
。

回
）
・
（
ｊ
）
乙

二
次
的
整
形
、

　
ｏ
コ

左
右
一

(
１
９
９
)
･
２
５
-
３
　
　
　
　
０
１
９

下
折
レ
、
左
上
欠
。

（
｛
回
｝
・
念
乙

下
折
レ
。

/へCJl上

Q
Ｒ
７
５

曇

CO

　
　
Ｑ
Ｐ
７
５
　
　
　
　
＊
３

一
次
的
割
截
。

Q
０
７
６

0
１
９

ご
・
（
Ｓ
）
ふ
　
呂
｝

下
折
レ
、
左
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